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父の選挙のドタバタの中、昨春何とか長女が高校に入りました！同時に
長男が中学校入学したので、今は小中高が各種そろっています（笑）　
新型コロナによる休校中もきょうだいみんな仲良し…すぎて、中２と小
６にもなる男子二人があまりにもうるさいため（妻の）怒号が飛び交う
わが家です…

けんた家の現状
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現在の役職 ※令和2年度のもの 

▪自民党秋田県連 青年局長
▪秋田県議会 総務企画委員長
▪秋田県議会防衛議員連盟 事務局長
▪秋田県議会トラック輸送振興議員連盟 事務局長
▪秋田県防衛協会 事務局長
▪秋田県エアロビック連盟 会長
▪（公社）成年後見センターリーガルサポート秋田支部  幹事
▪日本バーテンダー協会秋田支部 顧問
▪スペシャルオリンピックス日本・秋田 顧問
▪秋田県銃剣道連盟 顧問
▪秋田商工会議所青年部（YEG）県連出向会員
▪秋田県e-sports協会 顧問
▪駅東竿燈会 顧問　
▪秋田市消防団 城東分団 赤沼班長
▪東部地域振興発展連絡協議会 顧問
▪広面商工振興会 事務局次長
▪広面地区体育協会 副会長
▪駅東夏祭り 顧問　
▪城東中学校PTA副会長
▪城東中学校野球部親の会  会員
▪広面女子ミニバスケ少年団親の会 会員

●生活保護や年金といった公的扶助を受給せずギリギリの生活で頑張っている世帯が、いま新型コロナによる収入減

少で一番危機に瀕している。事業者向けの支援とは別に、例えば県内約8,000人いる「準要保護児童」のいる低所得

世帯などへ、県が緊急的に数万円を直接給付するような支援は検討できないものか？ 政府の休業補償は受けられな

い方も多く、また緊急対策第３弾の子育て世帯支援も時間がかかる。

●春休みを含め休校が長期化する間の子どもたちにとって、外出や運動（スポ少）などの可否基準をある程度示して

やる必要があるのではないか。国からの通達をただ市町村に流すのではなく、秋田県の特性に応じた独自の考え方を

もっと主導的に示して、現場に独断させないようにしてやるべきではないか。

社会福祉監：国の緊急対策としての雇用調整助成金の拡大や休校に伴う休業補償などを活用してもらいたい。ま
た政府の緊急対策第３弾でも手当がなされる。一時金を給付するのは根本解決にならず、自立支援

という形で寄り添っていきたい。

⇧要するに県としては考えていないという答弁。今回の危機は極めて異例で期間限定、かつ県民には何の責任もな

い事態であることを肝に銘じ、柔軟な支援を行うよう求めました。

教育長：2月28日付の文科省通達（不要不急の外出は控える趣旨）の後、計23回にわたり通知等（外遊び等を緩
和する趣旨のものを含む）が来ておりそれらは市町村には伝えてある。現場まで変更が伝わっていないと

すれば、あらためて今は変わっていることを伝える。

知　事：最近情けないと感じるのは、大人が自分の頭で考えない。この程度は自分で責任を持って決めることだ
（県内の首長のことを念頭に置いている？）。県としてもやることはやるが、自分で判断もしてもらいたい。

http://suzuken-akita.com
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誕生

阪神大震災

秋田へ

再出発

県政へ

昭和50年生まれ、神
戸市育ち。新聞販売
店の息子。小中高は
野球部。

19歳のとき発生した
阪神淡路大震災では
がれきからお年寄り
３名を救出。

平成18年に30歳で
退職、無職となり妻
の地元秋田市へ。

１年間の猛勉強の末
司法書士資格を取得、 
岡田事務所と出会う。
平成24年代表就任。

平成27年の統一地方
選で県議選に出馬。
15,795票で初当選。  

自衛隊へ
京都大学法学部卒業
後、陸上自衛隊へ入
隊。イラク・東ティ
モール等派遣。

平成31年県議選では２期連続で全県最多となる18,528票をいただき再選

新型コロナウィルス対応について、
3月18日県議会総括審査で質しました

　昨春の選挙で力強く県議会へと送っていただき、はや1年が過ぎました。

レポートも1年ぶりとなってしまい申し訳ございません！

　２期目は人口減少や防災など重要課題を担当する「総務企画委員会」の

委員長として、さらに積極的に活動し、様々な提言を行ってまいりました。

「出る杭は打つ」「足を引っ張る」など政界の奥深さを思い知った1年でもあ

りましたが(̂ _ ;̂)、私は負けない！これからも謙虚に地道に秋田のためがんば

りますので、引き続きご指導よろしくお願いします！！

鈴木けんた44歳
秋田県議会議員

鈴木けんたの歩みPROFILE ◎44歳、小中高生4人の父  ◎元陸上自衛官

答弁

答弁



2045年 秋田県25市町村別人口予想

（※2020年2月1日現在：961,504人）

ご存知でしょうか、
秋田県の人口減少の現実
ご存知でしょうか、
秋田県の人口減少の現実

イージス・
アショアについて

KENTA Report

このように極めて重要な問題は、可能な限り科学的・

客観的に熟慮して決定しなければ後世に禍根を残す

ことになります。私は県議会で唯一の元自衛官とし

て、これまで単純な賛成論ではなく、かつ決定権をも

つ政府との対決姿勢でもない、現実的な主張をして

きたつもりです。今は防衛省の調査結果を待つ段階

ですが、結果として住宅密集地から離れた場所に配

備されればよいと考えています。（令和2年3月18日記）

できることはまだまだあります！
2年かけて実現した小さいけれど大きな一歩。
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自民党秋田県連青年局  意見書

◎現下の情勢において、イージス・アショア
の配備はやむを得ないと考える。

　◎また国策や安全保障の観点から、原子
力発電所や米軍基地などが他県等に配

置される中、国防上の重要機能としての

イージス・アショアの配備について、本県
が負担を拒否すべきものではない。　

◎しかしながら新屋演習場については人
口密集地にあまりにも近く、県民の不安

が大きすぎる上、有事の際の対応を想定

すると適地であるとはとても言えない。
　◎よって現在行われている再調査において

は、「住宅密集地からの離隔距離」を最
優先の比較要因とし、県民ひいては全て

の国民の不安を最小化するような結論
を出すことを強く求める。

2045年、秋田県人口は601,649人に。
令和元年12月20日、自
民党秋田県連青年局長
として、青年局所属メン
バーの総意をまとめて意
見を表明しました。以下
に全文を記載します。

●高卒の県内就職者が「増加」！ 平成29年12月議会で訴えた県内就職促進施策

秋田県の昨年の社会減が3,917人（平成30年10月1日～令和元
年9月30日）と、前年の4,410人よりも大幅に減少しました。
県が重点的に取り組んできた「社会減の半減」に向けようやく
改善の兆しが見えてきたことになります。

●秋田県の社会減（人口流出）が
　大幅に「減少」しました！

◎凡例 ◎人口減少率
■ 50%以上　　　　■ 40%～50%未満　
■ 30%~40%未満　■ 30%未満2045年人口予想（人）

2019年12月1日時点の人口（人）市町村名 三種町 15,452
▼ 7,415

本県の社会減少数・率の推移

※各年の数値は同年10月から1年間の減少数・率
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減少率

減少数
→平成30年度から企業説明会などを急増
→令和元年度卒業生の県内就職率が15年ぶりに70％超え
→令和元年度卒業生 
　　　県内就職内定者1,463人（前年同月比＋75人）
　　　県外就職内定者　621人（前年同月比－76人）
　

『なんとなく施策をやって終わり』ではなく、
最終的な結果を出すことにこだわって本気で取り組めば

結果は出ます！

（秋田労働局 令和2年3月1日発表）

国立社会保障・人口問題研究所（社人研）の平成29年推計では、秋田県の人口は2045年に約60万人まで

減少すると予想されています。県全体で考えると4割減か…と感じる程度ですが、これを各市町村単位でみ

ると、地域によっては極めて深刻な状況にあることがわかります。25年先といえば、今の子どもたちがまさに

これから社会を担っていく時代。その頃には、生まれる赤ちゃんが10人未満になる可能性のある市町村がい

くつもあるという信じ難い現実から、目をそらすことはできません。

私たちが今、あきらめることなくアクションを起こしていかないと、
秋田県は大変なことになってしまうのです。
なお社人研の前回（平成24年）推計は「2040年に約70万人」でした。５年間で秋田県の状況はさらに悪化

しているということです。しかしその間、全国としては人口減少のスピードは緩和しており、特に西日本を中心

に人口流出を克服して「社会増」を実現している市町村は93もあるのです！

秋田だけが「絶対ムリ」なわけがありません。
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